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Ⅰ 組織の状況 

 
 １ 主な活動事項 
 

年 月 日 事     項 場 所 等 

令和 ４年 ４月 ４日 
～５月１０日 

アワビ採卵・採苗  
（第３～６回目）  

協会内  

令和 ４年 ５月２５日 令和３年度決算監事監査  亘理町、仙台市  

令和 ４年 ６月１６日 ホシガレイ種苗搬入  水研機構宮古庁舎  

令和 ４年 ６月 ２日 
～７月２０日 

アワビ種苗出荷（春季）  協会内  

令和 ４年 ６月 １日 
みやぎ漁師カレッジ長期研修  
開講式 

石巻合同庁舎  

令和 ４年 ６月 ６日 第３７回定時理事会 パレス松洲  

令和 ４年 ６月２２日 第１５回定時評議員会 パレス松洲  

令和 ４年 ６月２４日 松島湾浅海漁業振興協議会役員会 ＪＦ塩釜総合支所  

令和 ４年 ６月２８日 宮城県漁業士会総会  漁信基ビル  

令和 ４年 ６月２８日 宮城水産高校見学実習 協会内  

令和 ４年 ６月３０日 
    ～１０月１４日 

トリガイ種苗生産  協会内  

令和 ４年 ７月１１日 ＪＦみやぎ・青年部通常総会  ホテルモントレ仙台  

令和 ４年 ７月１９日 
     ～７月２２日 

ホシガレイ稚魚（中間育成）放流  県内７ヶ所に放流  

令和 ４年 ７月２９日 松島湾浅海漁業振興協議会総会 グランドパレス塩釜  

令和 ４年 ８月 ８日 宮城県さけます増殖協会総会  パレス松洲  

令和 ４年 ９月 １日 
みやぎ漁師カレッジ長期研修  
開講式 

水産技術総合センター  

令和 ４年 ９月３０日 第３８回臨時理事会 書面 



 

 

令和 ４年１０月２１日 
～１１月１８日 

アワビ種苗出荷（秋季）  協会内  

令和 ４年 ９月１２日 
    ～１１月３０日 

アワビ種苗剥離・選別（秋季）  協会内  

令和 ４年１０月２１日 
    ～１０月２３日 

漁師カレッジ短期研修  
七ヶ浜町、東松島市、
松島町、亘理町  

令和 ３年１０月２７日 公認会計士定期監査  協会内  

令和 ４年１１月２５日 宮城県漁船漁業振興協議会総会  パレス松洲  

令和 ４年１１月１８日 
    ～１２月１６日 

アワビ親貝購入  
ＪＦ唐桑・歌津・十三
浜・七ヶ浜  

令和 ４年１１月１５日 第３９回臨時理事会  パレス松洲  

令和 ４年１１月３０日 アワビ稚貝搬入  岩手県栽培漁業協会  

令和 ４年１２月１５日 宮城県公益認定等委員会立入検査  協会内  

令和 ４年１２月２１日 岩手県栽培漁業協会との意見交換  岩手県大船渡市  

令和 ５年 １月２０日 
     ～１月２２日 

漁師カレッジ短期研修  南三陸町、石巻市  

令和 ５年 ２月 １日 
     ～２月 ２日 

海域栽培全国連絡会議  ※Web会議 協会内  

令和 ５年 ２月１３日 エゾアワビ筋萎縮症対策打合せ  協会内  

令和 ５年 ２月２１日 
     ～３月 １日 

アワビ稚貝搬入  
元正榮北日本水産株式
会社 

令和 ５年 ３月 ６日 
       ～１０日 

アワビ採卵・採苗（第１回目）  協会内  

令和 ５年 ３月２３日 
       ～２７日 

アワビ採卵・採苗（第２回目）  協会内  

令和 ５年 ３月２９日 第４０回定時理事会  パレス松洲  

 
 
 
 



 

 

２ 組 織（令和５年４月１日現在） 
 
（１）評議員  

 常 勤 非常勤 計 

評議員の数 － ９人 ９人 

 
（２）理事及び監事 

 常 勤 非常勤 計 

理事の数 １人 ７人 ８人 

監事の数 － ２人 ２人 

 
（３）職 員 

職員の数 １７人 うち常勤 ９人 

 

  



 

 

３ 賛助会員 
                              令和５年４月１日現在 

区   分 所在市町 会費納入口数 入会年月日 

 遊漁船団体 
   荒浜釣船組合 
   籬島東部遊漁船連絡協議会 
   籬遊漁船組合 
  宮城県釣船業協同組合 
  女川遊漁船組合 

 
亘理町 
塩釜市 
塩釜市 
塩釜市 
女川町 

 
１５ 
０ 
２ 
１ 
１ 

 
H17. 4.11 
H17. 5.13 
H17. 5.13 
 R4. 2. 2 
 R4. 6. 9 

小 計  ５  １９  

 遊漁船団体 
   有限会社 きくしん 

 
亘理町 

 
６ 

 
H17. 4.11 

小 計  １  ６  

 遊漁者団体 
   くろしおフィッシングクラブ 
   公益財団法人日本釣振興会宮城県支部 

 
塩釜市 
仙台市 

 
２ 
０ 

 
 H9. 6.23 
H17. 9.14 

小 計  ２  ２  

 釣具店関係 
   株式会社 竹乃皮屋 
  えびす屋釣具店（個人会員） 
  みなとや釣具店（個人会員） 

 
仙台市 
塩釜市 
塩釜市 

 
１ 
２ 
２ 

 
H17. 9.14 
 R4. 2. 2 
 R4. 2. 2 

小 計  ３  ５  

遊漁関連団体 
   宮城県定置漁業協会 
   大友 久義（個人会員、定置漁業者） 
   有限会社 丸真運輸（個人会員） 

 
石巻市 

東松島市 
大和町 

 
１ 
８ 
２ 

 
H17. 9.14 
H17. 6. 2 
H19. 1.25 

小 計  ３  １１  

一般団体 
有限会社藤澤会計事務所 
三浦 弘希（個人会員） 

 
仙台市 
仙台市 

 
１ 
２ 

 
 R1.12.25 
 R4. 1.28 

小 計  ２  ３  

合 計 １６（うち個人会員５） 
 
 

団体会員３０口 
個人会員１６口  

 
 

※ 震災後、活動を休止している団体もあるが、当協会の事業の取り組みや、内容等につ
いてはすべての団体にお知らせしている。 

※ 会費は団体会員が１口１万円、個人会員が１口５千円に設定している。 
 

【 寄附金 】 
   ・塩竈カジキ釣り大会実行委員会  １００，０００円（令和４年１０月２４日） 

   ・フィッシングクラブ海溝       ８，３１３円（令和５年 １月３１日） 

・えびす屋釣具店          ２０，０００円（令和５年 ２月１５日） 

   ・釣船 丸洋丸           ２２，０００円（令和５年 ２月１５日） 

   ・釣船 豊漁丸           ２０，０００円（令和５年 ２月１５日） 



 

 

 ４ 評議員会等の開催状況 

 

  （１）評議員会 

開催年月日 主 な 決 議 事 項 等           

令和 ４年 ６月２２日 

 

第１５回定時評議員会 

  パレス松洲２階 「芙蓉の間」 

 

決議事項 

   １ 令和３年度事業報告及び収支決算の承認について 

   ２ 評議員の選任について 

  

報告事項 

   １ 令和４年度事業計画及び収支予算について 

  ２ 新規公益目的事業及び特定費用準備資金について  

３ 令和４年度事業の進捗状況について 

 

令和 ４年１０月１９日 

 

第１６回臨時評議員会（決議の省略の方法による） 

 

決議事項 

   １ 評議員及び役員（監事）の選任について 

 

 

 

  （２）理事会 

開催年月日 主 な 決 議 事 項 等           

 

 

令和 ４年 ６月 ６日 

 

 

 

第３７回定時理事会 

  パレス松洲２階 「芙蓉の間」 

 

決議事項 

  １ 令和３年度事業報告及び収支決算の承認について  

  ２ 新規公益目的事業及び特定費用準備資金の計画変更  

    について 

  ３ 評議員会の招集について 

   ４ 評議員の新任候補者について 

 

報告事項 

   １ 令和４年度事業の進捗状況について 

   ２ アワビ種苗の生産について 

  

 



 

 

開催年月日 主 な 決 議 事 項 等           

令和 ４年 ９月３０日 

 

第３８回臨時理事会（決議の省略の方法による）  

 

決議事項 

  １ 評議員及び役員（監事）の新任候補者について 

  ２ 臨時評議員会（書面による決議）の招集について 

 

令和 ４年１１月１５日 

 

第３９回臨時理事会 

  パレス松洲２階 「芙蓉の間」 

 

報告事項 

 職務執行状況報告（理事長による）  

１ 令和４年度上半期の財務状況について 

２ 令和４年度事業の執行状況について 

 

令和 ５年 ３月２９日 

 

第４０回定時理事会 

  パレス松洲２階 「芙蓉の間」 

 

決議事項 

１ 令和５年度事業計画及び収支予算について  

２ 有期雇用職員就業規則の一部改正ついて 

 

報告事項 

職務執行状況報告（理事長による）  

 １ 令和４年度事業の執行状況（令和５年２月末日現在）
について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

Ⅱ 事業の進捗状況 
 

〈 要  旨 〉 

 

 平成２７年１０月に七ヶ浜町松ヶ浜に完成した宮城県水産技術総合センター養殖生産部の

施設に当協会事務所を移転して７年目となる令和４年度は、アワビ種苗生産事業やヒラメ稚

魚の中間育成放流事業を始め、平成３０年度から開始したホシガレイ中間育成・放流を実施

するとともに、七ヶ浜町からの委託を受け養殖用トリガイの種苗生産に取り組んだ。また、

本県における新規漁業就業者を確保するため、前年度に引き続き漁業担い手確保育成支援事

業に取り組んだ。 

アワビについては、令和３年３月～５月にかけて、県内産アワビから採卵・採苗した稚貝

を飼育し、平均殻長２６．６ｍｍの種苗６８７．９千個を宮城県に納品した。 

ヒラメの中間育成・放流については、秋田県栽培漁業協会及び岩手県栽培漁業協会よ

り全長８０ｍｍ前後のヒラメ稚魚２０４千尾を購入し、県北中南部地区に放流した。

また、仙台湾へ放流したヒラメ稚魚のうち１０千尾に背鰭上端をカットした標識付けを行う

とともに、標識ヒラメの採捕報告をお願いするステッカーを作成し、県内の小型底曳網、固

定式刺網漁船に配布して放流事業の啓発に努めた。 

ホシガレイの中間育成・放流については、令和４年６月１６日に宮古から搬入し中間

育成して得た全長８０～９０ｍｍの稚魚２，５００尾と、令和３年度ホシガレイ種苗

生産技術実証事業で生産した種苗を令和４年４月以降も継続して中間育成して得た

全長８０～９０ｍｍの稚魚４，３００尾を県内 7 カ所に放流した。  

トリガイ種苗生産については、七ヶ浜町からの種苗生産業務を受託し、平均殻長２ｍｍ以

上の稚貝９，６００個（うち５ｍｍ以上８，３００個）を生産・出荷した。 

資源管理型漁業の推進については、藻場回復に取り組むアラメ種苗生産現場を視察すると

ともに、七ヶ浜地区の海岸人工リーフ周辺漁場のモニタリング調査を実施した。 

 漁業担い手確保育成支援事業については、協会内に設置した「宮城県漁業就業者確保育成

センター」を運営し、漁業就業に関する相談･照会等に対応した。また、本県では６年目とな

る「みやぎ漁師カレッジ」長期研修に際し、受講生募集等を宮城県及び関係機関と連携して

取り組むとともに、漁業就業予定の長期研修受講生への支援金受給手続きのサポートを実施

した。さらに、３日間の短期研修を１０月及び１月に開催し、一般研修生計８名が参加した。 

 
 

〈 事業活動の実績 〉 
 

〇公益目的事業  

 資源管理型漁業の推進に関する事業  

 １ アワビ種苗の生産  

   東日本大震災により県内のアワビ資源は大きなダメージを受けていることか

ら、これまで以上に継続的な種苗放流が不可欠となっている。  

   令和４年度は、県からのアワビ種苗生産業務委託に基づき、種苗の生産・出荷

に下記のとおり取り組んだ。 

 

 



 

 

 

（１）令和４年度放流用種苗（宮城県産）の生産 

   令和４年度配布用アワビとして、令和３年３月から５月にかけて、県内産アワ

ビ母貝から採卵・採苗を行った約１１，２８５千個の種苗を屋内・屋外巡流水槽

で飼育し、令和４年６月から７月にかけて、春出荷分として平均殻長２５ｍｍ以

上の種苗３９０．４千個を県内の漁協各支所等に出荷した。また、令和４年１０

月から１１月にかけて、秋出荷分として平均殻長２０ｍｍ以上の種苗２９７．５

千個を県内の漁協各支所に出荷した。 

令和４年度に出荷したアワビ種苗は、飼育水槽内での動物プランクトン増殖に

よる稚貝の減耗や、筋萎縮症ウイルスの蔓延による稚貝の斃死により、当協会の

生産・出荷目標１，０００千個に対し、６８７．９千個に留まった。 

 

【令和４年度アワビ放流種苗の出荷実績】 

配布時期  
平均殻長  

(ｍｍ) 

配布個数    

(千個) 
備 考 

令和 ４年 ６月 ２日 

～７月２０日 
２５ｍｍ以上   ３９０．４  

県 

 

令和 ４年１０月１５日 

    ～１１月１８日 

２０ｍｍ以上  
２９７．５  

 

合 計  
 

６８７．９  
 

 

（２）令和５年度放流用種苗の生産  

令和５年度配布用アワビ種苗として、令和４年３月１１日から６月１３日に

かけて採苗を行い、令和５年２月１７日現在、殻長１８．９ｍｍの種苗９８２

千個を飼育中である。また、令和５年２月２１日、２２日、３月１日の３回に分

けて岩手県の民間会社より１５～２４ｍｍのアワビ種苗２００千個を購入し、

併せて１９．１ｍｍの種苗約１，１８２千個を飼育中である。  

（３）令和６年度放流用種苗の生産   

令和６年度放流用種苗の生産に向け、令和４年１１月１８日から１２月１６

日にかけて宮城県漁業協同組合の唐桑、歌津、十三浜、七ヶ浜の各支所から親

アワビ（母貝）を購入し、令和５年３月６日、２３日、４月３日に採卵・採苗し

た種苗７，６１０千個を継続飼育中である。  

なお、母貝の養成については、本年度も半閉鎖循環式の飼育水槽４槽を使用

することにより、ボイラー加温水の重油購入経費の削減に努めた。 

  （４）アワビ育成水槽紫外線殺菌装置の設置  

     アワビ種苗の筋萎縮症蔓延防止対策のため、屋内採苗水槽２基、屋外育成水  

   槽１基に紫外線殺菌装置を設置した。  

   ・処理能力  ２０㎥／ｈ（1 台あたり）  

   ・紫外線照射量  ３０，０００μＷ・ sec／㎠程度  

 

 



 

 

２ ヒラメ種苗放流事業  

令和４年度も、ヒラメ資源の維持・増大を図るため､当協会の自主事業として  

２０４千尾の放流を実施するとともに、放流したヒラメの移動・分散等を把握す

るため、仙台湾へ放流したヒラメ稚魚のうち１０千尾に背鰭上端をカットした標識

付けを行った。また、県内主要８港のヒラメ水揚げ状況を把握した。 

（１）ヒラメ種苗の中間育成及び放流の状況  

今年度は、岩手県栽培漁業協会の生産が当初不調だったため、最初は 7 月２７  

日に秋田県栽培漁業協会より全長９３～９５ｍｍのヒラメ稚魚３９千尾を購入  

し、南部地区に直接放流した。そのうち４千尾に標識（背鰭前端部カット）を施

した。その後、生産状況が回復した岩手県栽培漁業協会よりヒラメ稚魚を購入し、

８月２４日に全長８２ｍｍの稚魚４５千尾を北部地区に、９月１日に全長８６ｍ

ｍの稚魚１１千尾を南部地区に直接放流した。その内６千尾に標識を施した。９

月２日に全長８８ｍｍの稚魚４０千尾を南部地区に、９月７日に全長５６～６７

ｍｍの稚魚６９千尾を中部地区に直接放流した。  

 

【令和４年度ヒラメ放流実績（全て直接放流）】  

地区 放流月日  
放流場所  

(地先) 

放流 

尾数 

平均 

全長 
放流方法  備考 

北部 8 月 24 日 大沢漁港 11.25 千尾 82.3mm 岸壁放流   

〃 〃 長崎漁港 11.25 千尾 〃 〃  

〃 〃 蔵内漁港 11.25 千尾 〃 〃  

〃 〃 袖浜漁港 11.25 千尾 〃 〃  

小計   45 千尾    

中部 9 月 7 日 桑浜漁港 17.25 千尾 
55.9～

66.6mm 
岸壁放流   

〃 〃 塚浜漁港 17.25 千尾 〃 〃  

〃 〃 谷川漁港 17.25 千尾 〃 〃  

〃 〃 
十八成浜漁

港 
17.25 千尾 〃 〃  

小計   69 千尾    

南部 9 月 2 日 室浜漁港 10 千尾 88mm 地先放流   

〃 〃 閖上漁港 10 千尾 〃 〃  

〃 〃 
荒浜漁港 

（亘理町）  
10 千尾 〃 〃  

〃 〃 磯浜漁港 10 千尾 〃 〃  



 

 

 

（２）水揚げ状況調査  

県内主要８港のヒラメ水揚げ状況を魚市場・関係漁協各支所等の報告に基づき  

月別にとりまとめた。(別添資料 ) 

令和４年度の水揚げ量は７４０トン（対前年比１２４％）となった。年平均単  

価は８３８円（対前年比１１７％）となり、水揚げ金額は６億２千万円（対前年

比１４５％）となった。この結果、水揚協力金は約３千万円（対前年比１４６％）

となった。  

 （３）ヒラメ放流効果モニタリング調査  

   令和４年１２月に宮城県仙台地方振興事務所水産漁港部及び東部地方振興事  

務所水産漁港部の協力を得て、固定式刺網許可船に標識魚採捕報告ステッカ－を  

配布した。  

また、「標識ヒラメ採捕報告のお願い」のポスターを釣り組合及び釣具店に配  

布するとともに、当協会のホームページに掲載し、一般に周知した。  

 

（採捕報告）  

採捕日 場所 全長（ｃｍ）  捕獲方法  備考 

令和 4 年 9 月 6 日 宮城県山元町牛橋河口  45.5 釣り  

令和 4 年 10 月 23 日 茨城県神栖市須田浜  46.0 釣り  

令和 4 年 11 月 11 日 茨城県神栖市清水海岸  67.0 釣り  

   

（４）釣り環境ビジョンコンセプトに基づく LOVE BLUE 事業 

   釣りに利活用できる魚種の放流事業に取り組んでいる一般社団法人日本釣り  

用品工業会と放流事業に関する契約を締結し、ヒラメ稚魚４０，１００尾、ホシ

ガレイ稚魚４，３００尾を放流した。  

 

３ ホシガレイ種苗放流事業  

令和４年６月１６日に国立研究開発法人水産研究・教育機構宮古庁舎が生産し 

  た全長７６ｍｍの種苗約１０千尾を搬入し、巡流水槽で中間育成を行い、7 月に 

全長８４ｍｍの稚魚２，５００尾を出荷した。また、令和３年度ホシガレイ種苗  

生産技術実証事業で生産した稚魚１０，５００尾を継続飼育し、７月に全長８３

〃 7 月 27 日 
花渕浜・松

ケ浜漁港 
39 千尾 

93.3～

94.8mm 

地先放流

（標識魚の

み岸壁）  

内 4,000 尾

標識魚(背

鰭前端部カ

ット) 

〃 9 月 1 日 松ヶ浜漁港  11 千尾 86.4mm 

地先放流

（標識魚の

み岸壁）  

内 6,000 尾

標識魚 

小計   90 千尾    

合計   204 千尾    



 

 

～９１ｍｍの稚魚４，３００尾を出荷した。併せて６，８００尾を出荷した。  

なお、中間育成の費用については、宮城県資源管理型漁業実践協議会の補助金及び一 

般社団法人日本釣り用品工業会の委託金を充当した。 

 

【令和４年度ホシガレイ放流実績】  

 

４ 養殖用トリガイ種苗の生産（新規事業）  

七ヶ浜町からの委託事業として、令和４年６月３０日から１０月１４日にかけて養殖

用トリガイの種苗生産を実施し、平均殻長２ｍｍ以上の稚貝９，６００個（うち５ｍｍ

以上８，３００個）を七ヶ浜町東宮浜に出荷した。 

 

５ 資源管理型漁業、栽培漁業の普及・啓発 

   資源管理型漁業、栽培漁業の推進を図るため、次の事業を実施した。 

（１）資源管理型漁業推進支援事業（磯根資源漁場環境対策事業） 

   ①藻場保全 

    令和４年１０月２７日に藻場回復を目的としてアラメの種苗生産に取り組んでいる 

宮城県漁協石巻地区支所の生産現場を視察し、種苗生産に必要な施設や資材、採苗技 

術に関する知見を得た。 

地区 放流月日  
放流場所  

(地先) 

放流尾

数 

平均体

長 
放流方法  備考 

北部  7 月 21 日  赤牛漁港 550 尾 
82.6～

90.5mm 
岸壁放流   

〃  〃  波路上漁港 550 尾 〃 〃  

〃 〃 管の浜漁港 550 尾 〃 〃  

〃 〃 袖浜漁港  550 尾 〃 〃  

小計   2,200 尾    

中部 7 月 22 日  小網倉漁港 2,200 尾 〃 岸壁放流  

小計   2,200 尾    

南部 7 月 19 日  松ケ浜漁港 1,200 尾 〃 地先放流  

  荒浜（亘理）漁港  1,200 尾 〃 地先放流   

小計   2,400 尾    

合計   6,800 尾    

       



 

 

②漁場調査 

令和４年１０月２０日に七ヶ浜地区の海岸人工リーフ周辺漁場のモニタリング調査 

  を実施し、動植物の分布状況を把握した。 

（２）機関誌等の発行 

   当協会の機関誌である「ゆたかな海」第７号（別添資料）を令和４年１２月に発行し、 

関係機関に配布するとともに、ホームページにて取組内容や掲載資料を随時更新し、協 

会の事業の内容について分かりやすい情報の発信に努めた。 

 （３）資源管理意識の啓発 

   当協会の賛助会員である遊漁船業者及び遊漁者（プレジャーボート）の各団体に対し 

て、協会の事業内容を周知し継続加入を働きかけるとともに、遊漁船業者及び遊漁者に 

対して、賛助会員新規加入の呼びかけを実施した結果、女川町の遊漁船組合が新規に賛

助会員となった。また、新たに塩竈市の釣具店及び遊漁船から寄附金をいただいた。 

 （４）施設見学への対応 

   新型コロナウイルス感染症が徐々に収束してきたころから、施設見学に積極的に対応 

することとし、宮城県水産高校の学生ほか、適宜、施設見学者の受け入れを行った。 

 

５ さけふ化放流団体ふ化事業収支状況調査 

   宮城県からの調査業務を受託し、県内１５のさけふ化放流団体の令和３年度事業 

収支状況を調査し、概要を取りまとめた。 

 

６ 漁業担い手確保育成支援事業  

   新規漁業就業者確保のため、県や関係機関と連携して下記内容を実施した。 

  

（１）コーディネーターの配置及び相談窓口の設置  

    漁業担い手確保・育成コーディネーターを配置し、漁業就業希望者の相談にワ  

ンストップで対応する相談窓口を設置し運営した。 

 

問い合わせ内訳  求職件数   求人件数  

長期研修に係るもの  １４件 
１５件 

養殖業６件 

漁船漁業６件 

兼業等３件  
短期研修に係るもの  １２件 

就業支援フェアに係るもの  １１件 
気仙沼市１件 

松島町１件 

塩釜市１件 

七ヶ浜町４件 

女川町２件 

石巻市４件  

亘理町２件  

その他 ６件 

合  計 ４３件 

 



 

 

（２）ウェブサイトの作成、運営  

    漁業相談窓口、長期研修や短期研修の告知・受講生の募集等をサイト訪問者  

（新規漁業就業希望者等）にアピールするウェブサイトの作成及び運営に努める  

とともに、求人情報を掲載した。 

    また、今年度も Facebook にて「みやぎ漁師カレッジ」に関する研修生の活動 

状況や、長期及び短期研修募集の情報を発信するとともに、長期及び短期研修風  

景の動画を作成し、ＰＲに努めた。  

 

 （３）オンラインイベントへの参加  

   首都圏を中心に県外から移住定住される方の就業をテーマにした「宮城まるご  

とオンライン移住フェア」に、宮城県全市町村とともにオンライン参加した。  

   

(４)「みやぎ漁師カレッジ」の運営 

長期研修及び短期研修の開催･実施にあたり、受講生の募集等を行った。  

１）長期研修の開催  

６年目の「みやぎ漁師カレッジ」長期研修は４ヶ月間２回の実施とし、一般

受講生２名、漁家子弟２名の計４名が参加した。受講生は令和４年６月１日か

ら９月２６日までと９月１日から１２月１４日までのそれぞれ４ヶ月間、宮城

県内の各種漁業に関する講義と実習、一級小型船舶免許やフォークリフト免許

等の取得に加え、希望する漁業種類について実施される１ヶ月間の専門研修に

取り組んだ。  

一般長期研修生２名については、４ヶ月間の様々な研修を修了し、それぞれ希望す

る漁業種類に就業することができた。漁家子弟の研修生２名については、うち１名が

漁業従事に必要な小型船舶操縦免許等の資格を取得した。 

当協会は、受講生に給付される国の支援制度（次世代人材投資型事業等）の

紹介と受給手続き等の支援、資格取得補助金等の給付に関する支援を行った。 

また、フォークリフト運転技能講習資格取得に要する経費について、当協会を通じて

受講生に１／２の補助金を交付した。 

 

【令和４年度 「漁師カレッジ」開催実績】  

（長期研修） 

開催期間  開催場所  受講生数  研修内容  

令和４年 

 ６月 １日 

～ 

９月２６日 

令和４年  

 ９月 １日 

   ～ 

１２月１４日  

(各４ヶ月間) 

石巻合同庁舎  

 

ほか現地研修  

 

一般   ２名 

 

漁家子弟  ２名 

 

合 計  ４名 

･宮城県の水産業等座学  

･各種漁業の現場研修  

･ロープワーク技術習得  

･小型船舶免許等取得  

･希望漁業専門研修  

(各１ヶ月 ) 



 

 

（長期研修生専門研修受入れ先） 

年齢 出 身 地 専 門 研 修 先  

３４ 宮城県仙台市 石巻市  漁船漁業（刺し網、籠漁）  

４８ 宮城県亘理町  石巻市  ホヤ・ワカメ養殖業  

 

２）短期研修の開催  

第１回短期研修は令和４年１０月２１日（金）から２３日(日 )までの３日間、

七ヶ浜町内、東松島市内、松島町内、亘理町内にて開催した。第２回は令和５

年１月２０日（金）から２２日（日）までの３日間、南三陸町、石巻市にて開

催した。  

当協会は、受講生の募集について、県や関係機関等の方々と連携して運営に

取り組んだ。  

（短期研修）   

開催期間  開催場所  受講生数  研修内容  

令和４年 

１０月２１日 

～ 

１０月２３日 

(３日間) 

七ヶ浜町内  

東松島市内  

松島町内  

亘理町内 

 

 

一般５名 

 

・刺網漁業・海苔養殖業施設

見学及び作業体験  

・定置網・カキ養殖業作業体

験 

・延縄・底曳網作業体験  

令和５年  

 １月２０日  

   ～ 

 １月２２日  

 (３日間) 

南三陸町  

石巻市  

 

一般３名 

   

・ワカメ・カキ養殖業作業体

験 

・定置網作業体験  

 

 

（５）漁業就業者フェア等への参加 

令和４年７月１８日開催の全国漁業就業者確保育成センター主催による東京 

都内会場での「漁業就業支援フェア」に参加した。また、従来の宮城県内での対  

面型漁業就業支援フェアに替わるものとして、令和４年７月９日、１１月１２日  

に、漁業就業支援オンラインフェアが開催され、当協会もリモート参加して求人  

団体の紹介など、漁業就業に係る情報提供を行った。  

  

〇収益事業  

 水産関連団体事務受託事業  

  宮城県さけます増殖協会及び宮城県漁船漁業振興協議会から事務業務を受託し、

誠実かつ適正に執行し、本県水産業の振興に努めた。 

  令和４年度は、前年度に引き続き記録的な秋さけの来遊不漁となったことから、

親魚と放流種苗の確保に向け、事務局として県と連携し、北海道、秋田県及び山形

県産種卵の導入や海産親魚の活用支援に努めた。 
















